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平成25年10月16日

警察庁交通局

交通事故抑止に資する取締り・速度規制等
の在り方に関する懇談会



事務局等からの説明状況

第１回

「速度違反取締りの現状」（事務局、埼玉県警）

「交通取締りと交通事故の関係」

（WGグループ長）

第２回

「事故抑止に資する速度取締り」（事務局）
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議論の状況
○ どのような場所で取締りを実施すべきか

・ 交通事故実態に応じた取締り場所等の選
定

・ 取締り実施場所の確保

○ どのような手法で取締りを実施すべきか

・ 新たな速度取締り機器の導入

・ 取締りの事前告知
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定置式速度取締り場所の総点検

○ 警察署

○ 取締り場所

について実施
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○ 現時点での見直し箇所

随時見直しを実施

１，１６３署

１０，４８６か所

８４３か所
９７８か所○ その他取締り力の配分見直しが必要な箇所



参考：３Ｄクロス分析（例）
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10:00～12:00
取締りが集中

14:00～16:00
取締りが集中

薄暮時～夜間
取締りが少ない

通勤時間帯
取締りが少ない

高速度（危険認知速度70km/h以上）に起因する事故発生状況

速度違反取締り状況

取締りの前提となる事故分析
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交通事故件数と取締り件数から対策を考える
No.5
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宇都宮東警察署管内の53町目について事故件数と取締り件数の関係

平均事故件数
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②

③ ④

①

①交通取締りの改善 ②取締りの重点的な強化
③・④現状の取締りを維持

各分類に求められること
宇都宮市取締りデータ：H17



地域別異なる取締りの効果
No.6

：JＲ宇都宮
駅 0 1km
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取締り件数

事
故
件
数

①に分類される町目 幹線道路沿い

③・④に分類される町目

②に分類される町目 駅周辺の都市部

住区内道路が
大部分を占めている町目
郊外部にある町目

通過交通が多いため取締りが認知されていない

その地域に住んでいる人の交通が多い
取締りが認知されている

取締りの行いにくい道路環境
交差点が多数存在

データを把握したのちに、地域に応じた取締り活動を行う

宇都宮市交通取締りデータ：H17



速度取締り場所の確保

① 民間施設の駐車場の借り受け

② 自治体が所有する空き地の借り受け

③ 各種の会合、交通安全講習等で場所提供依頼

④ 場所提供者に感謝状等を贈呈

7



速度取締り要望

① 国道○号で速度取締りをしてほしい

② 自宅前の道路で速度取締りをしてほしい

③ 通学路で速度取締りをしてほしい

④ 深夜のタクシーの速度取締りをしてほしい

⑤ トラックの速度取締りをしてほしい
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○可搬式自動速度取締り装置

○ 一定期間ごとに
設置場所を変更し
て運用

フラッシュ

カメラ

バッテリー
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○ 手軽に持ち運び
可能

○ 違反車両を感知
して警告、従わな
い車両のみ写真
撮影

○ゾーン監視装置○定置式自動速度取締り装置

海外の速度取締り機器



○ 我が国の法体系の中で取締り装置として使用可能な

性能を有しているか

○ 我が国で運用した場合に事故抑止効果が働くか

○ 我が国の道路交通環境にマッチするか

○ 自動で写真撮影するため車両の引き込み場所が不要

○ 取締り場所の柔軟な選択が可能

我が国に導入するための検証が必要

期待される効果

課 題
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取締りの路線・場所の公開
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兵庫県警察ホームページ



取締りの路線・場所の公開
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大分県警察ホームページ


